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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第68期

第２四半期連結
累計期間

第69期
第２四半期連結
累計期間

第68期

会計期間

自平成28年
４月１日
至平成28年
９月30日

自平成29年
４月１日
至平成29年
９月30日

自平成28年
４月１日
至平成29年
３月31日

売上高 (千円) 23,978,613 24,705,911 48,505,361

経常利益 (千円) 748,452 783,849 1,586,563

親会社株主に帰属する

四半期(当期)純利益
(千円) 498,661 492,649 964,999

四半期包括利益又は包括

利益
(千円) 547,081 520,130 1,009,015

純資産額 (千円) 20,837,395 21,551,175 21,165,214

総資産額 (千円) 30,642,214 33,576,876 30,294,814

１株当たり四半期(当期)

純利益金額
(円) 55.77 55.10 107.93

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額
(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 68.0 64.2 69.9

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 762,558 2,464,656 1,257,042

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △3,346,752 △4,634,119 △2,435,261

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △125,964 △166,575 △255,396

現金及び現金同等物の

四半期末(期末)残高
(千円) 3,419,484 2,359,988 4,696,027

 

 

回次
第68期

第２四半期連結
会計期間

第69期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成28年
７月１日
至平成28年
９月30日

自平成29年
７月１日
至平成29年
９月30日

１株当たり四半期純利益

金額
(円) 30.58 26.54

 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用環境の改善が継続しており、景気は緩やか

な回復基調で推移しております。一方で、米国の政策運営や欧州の政治情勢等の影響、北東アジアの地政学リスク

の高まりなどにより、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループが属する食品業界では、企業収益の回復により雇用・所得環境に改善が見られますが、家計の可処

分所得の伸び悩みや将来に対する不安感から、消費者の節約志向、低価格志向は依然として根強く、環境は引き続

き厳しいものと認識しております。

このような経営環境のもと当社グループは、お客様が商売を行っている環境の変化を的確に捉えるためには、全

社員がお客様と同じ目線で共に考え・行動し「現場と現実を直視する」ことが重要であると認識しております。お

客様の本質的な課題を追求して、具体的な対策・施策を提案する事は、今年度の経営方針であります「お客様の商

売繁盛に貢献する」に繋がるものと考えております。そのために、当社の強みである業種別の専門性を追求し、更

には業種の枠を越えた総合力で支援を行い、お客様の期待に真剣に応えてまいりました。

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、新規お客様の獲得や付加価値の高い「ＪＦＳＡ」ブランドを

始めとして、提案商品の見直しを行った事により納品アイテムの増加に繋がり、業績は堅調に推移いたしました

が、宇都宮営業所の事業環境が厳しく固定資産減損損失54百万円を計上いたしました。

この結果、売上高は247億5百万円(前年同四半期比3.0％増)、営業利益は6億66百万円(同2.2％増)、経常利益は7

億83百万円(同4.7％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は4億92百万円(同1.2％減)となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

卸売業部門におきましては、東北各県及び北関東エリアの新規お客様の獲得、既存お客様への更なる深耕を図る

ために、業種、業態の枠を越えた人手不足対策商品、省力化商品など利便性の優れた商品を地域毎に開催する展示

会並びに提案会でご紹介するなど、総合力で営業活動に取り組んでおります。商品開発におきましては「ＪＦＳ

Ａ」ブランドを中心に人手不足対策商品、省力化商品とあわせて、お客様の現場で必ず使用される基本商品の品揃

えの強化に取り組み、同業者との差別化戦略に重点を置いた商品の提供に努めてまいりました。

この結果、売上高216億75百万円(前年同四半期比3.0％増)、セグメント利益(営業利益)は7億91百万円(同1.0％

減)となりました。

小売業部門におきましては、主要顧客であります中小飲食店様の商売繁盛へ貢献するために、各地区の店舗にお

いて展示即売会を開催し、仕入利便性向上に役立つ商品の提案を実施いたしました。また、卸売業部門と連携し、

「ＪＦＳＡ」ブランドを始めとして、付加価値の高い商品の販促と専門性の高い品揃えの充実を図り、新規お客様

の獲得に注力いたしました。これらの諸施策により主要顧客であります中小飲食店会員様の来店数、客単価が共に

増加し、既存店における会員様に対する売上高は前年同四半期比で4.4％増加いたしました。

この結果、前期に出店した会津若松店の影響もあり、売上高30億30百万円(前年同四半期比3.4％増)、セグメント

利益(営業利益)は1億66百万円(同4.2％増)となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ32億82百万円増加し、335億76百万円となりま

した。これは主に、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関休業日に伴う売上債権並びに決済資金の有価証券

（譲渡性預金）の増加によるものであります。

負債は、前連結会計年度末と比べ28億96百万円増加し、120億25百万円となりました。これは主に、当第２四半期

連結会計期間末日が金融機関休業日に伴う仕入債務の増加によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末と比べ3億85百万円増加し、215億51百万円となりました。これは主に、親会社株主

に帰属する四半期純利益の計上によるものであります。

この結果、自己資本比率は64.2％(前連結会計年度末69.9％)となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末と比べ

23億36百万円減少し、23億59百万円(前年同四半期34億19百万円)となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果獲得した資金は24億64百万円(前年同四半期7億62百万円の獲得)となりました。これは主に、当第

２四半期連結会計期間末日が金融機関休業日に伴う仕入債務の増加によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は46億34百万円(前年同四半期33億46百万円の使用)となりました。これは主に、預

入期間が３ヶ月を超える譲渡性預金の増加によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は1億66百万円(前年同四半期1億25百万円の使用)となりました。これは主に、配当

金の支払によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 23,024,000

計 23,024,000
 

　

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末現在発行数

(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在発行数
(株)

(平成29年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,152,640 9,152,640
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数 100株

計 9,152,640 9,152,640 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額(千円)

資本準備金残高
(千円)

平成29年７月１日～

平成29年９月30日
― 9,152,640 ― 1,405,800 ― 1,441,680
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(6) 【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合　 (％)

㈱サトー興産 仙台市太白区西多賀１－９－１ 2,596 28.4

サトー商会取引先持株会 仙台市宮城野区扇町５－６－22 858 9.4

㈱サトー商会社員持株会 仙台市宮城野区扇町５－６－22 314 3.4

上岡　康子 仙台市泉区 256 2.8

高橋 恵美子 仙台市泉区 256 2.8

佐藤 正之 仙台市太白区 243 2.7

㈱三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 218 2.4

㈱七十七銀行

(常任代理人 資産管理サービス

信託銀行㈱)

仙台市青葉区中央３－３－20

 (東京都中央区晴海１－８－12)
216 2.4

日東ベスト㈱ 山形県寒河江市幸町４－27 178 2.0

佐藤 俊子 仙台市太白区 147 1.6

計 ― 5,285 57.7
 

(注)　上記のほか、自己株式が211千株あります。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

    平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

 無議決権株式 ― ― ―

 議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

 議決権制限株式(その他) ― ― ―

 完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 211,600 ― ―

 完全議決権株式(その他) 普通株式 8,934,300 89,343 ―

 単元未満株式 普通株式 6,740 ― ―

 発行済株式総数  9,152,640 ― ―

 総株主の議決権 ― 89,343 ―
 

　

② 【自己株式等】

    平成29年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合　 (％)

㈱サトー商会
仙台市宮城野区扇町

５－６－22
211,600 ― 211,600 2.3

計 ― 211,600 ― 211,600 2.3
 

　(注) 上記のほか、単元未満株式98株を保有しております。

　

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,096,027 1,859,988

  受取手形及び売掛金 5,493,506 6,250,325

  有価証券 7,800,000 9,250,540

  商品 2,276,653 2,204,717

  その他 563,896 523,228

  貸倒引当金 △2,557 △1,934

  流動資産合計 17,227,526 20,086,865

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,531,952 1,453,801

   土地 3,594,624 3,576,628

   その他（純額） 352,222 346,289

   有形固定資産合計 5,478,799 5,376,719

  無形固定資産 71,287 66,372

  投資その他の資産   

   投資有価証券 6,154,805 6,682,744

   その他 1,368,279 1,372,510

   貸倒引当金 △5,884 △8,336

   投資その他の資産合計 7,517,200 8,046,918

  固定資産合計 13,067,287 13,490,010

 資産合計 30,294,814 33,576,876

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,956,751 9,282,831

  短期借入金 595,000 563,000

  未払法人税等 274,300 286,300

  賞与引当金 307,582 388,969

  その他 705,837 1,241,247

  流動負債合計 8,839,470 11,762,348

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 209,178 180,565

  退職給付に係る負債 26,608 28,306

  資産除去債務 32,212 32,268

  その他 22,130 22,212

  固定負債合計 290,129 263,352

 負債合計 9,129,600 12,025,700
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,405,800 1,405,800

  資本剰余金 1,441,717 1,441,717

  利益剰余金 18,448,432 18,806,967

  自己株式 △188,212 △188,267

  株主資本合計 21,107,736 21,466,217

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 82,790 100,249

  退職給付に係る調整累計額 △25,312 △15,290

  その他の包括利益累計額合計 57,477 84,958

 純資産合計 21,165,214 21,551,175

負債純資産合計 30,294,814 33,576,876
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 23,978,613 24,705,911

売上原価 19,643,461 20,238,535

売上総利益 4,335,151 4,467,376

販売費及び一般管理費 ※  3,682,568 ※  3,800,703

営業利益 652,583 666,672

営業外収益   

 受取利息 63,498 67,787

 受取配当金 4,157 17,990

 持分法による投資利益 12,461 2,247

 受取賃貸料 26,564 25,097

 その他 7,544 11,001

 営業外収益合計 114,227 124,124

営業外費用   

 支払利息 1,292 1,005

 賃貸収入原価 17,065 5,942

 営業外費用合計 18,358 6,947

経常利益 748,452 783,849

特別利益   

 固定資産売却益 153 ―

 特別利益合計 153 ―

特別損失   

 固定資産除却損 6,420 2,398

 減損損失 4,937 54,274

 特別損失合計 11,357 56,672

税金等調整前四半期純利益 737,248 727,176

法人税、住民税及び事業税 274,294 271,318

法人税等調整額 △35,707 △36,791

法人税等合計 238,587 234,526

四半期純利益 498,661 492,649

親会社株主に帰属する四半期純利益 498,661 492,649
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 498,661 492,649

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 38,324 17,458

 退職給付に係る調整額 10,095 10,021

 その他の包括利益合計 48,420 27,480

四半期包括利益 547,081 520,130

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 547,081 520,130

 非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 737,248 727,176

 減価償却費 119,016 116,923

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,915 △28,613

 賞与引当金の増減額（△は減少） 85,887 81,387

 受取利息及び受取配当金 △67,656 △85,777

 支払利息 1,292 1,005

 持分法による投資損益（△は益） △12,461 △2,247

 固定資産売却損益（△は益） △153 ―

 固定資産除却損 6,420 2,398

 減損損失 4,937 54,274

 売上債権の増減額（△は増加） △168,719 △756,819

 たな卸資産の増減額（△は増加） 29,971 71,815

 仕入債務の増減額（△は減少） 191,171 2,326,080

 その他 △36,370 110,294

 小計 898,500 2,617,897

 利息及び配当金の受取額 71,481 92,439

 利息の支払額 △1,288 △1,016

 法人税等の支払額 △206,134 △244,664

 営業活動によるキャッシュ・フロー 762,558 2,464,656

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有価証券の取得による支出 ― △550,775

 有価証券の償還による収入 800,000 700,000

 譲渡性預金の純増減額（△は増加） △3,000,000 △4,700,000

 有形固定資産の取得による支出 △189,258 △71,270

 有形固定資産の売却による収入 75,771 ―

 無形固定資産の取得による支出 △27,557 △6,343

 投資有価証券の取得による支出 △1,002,110 △2,100

 その他 △3,598 △3,630

 投資活動によるキャッシュ・フロー △3,346,752 △4,634,119

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） ― △32,000

 配当金の支払額 △125,177 △134,114

 その他 △786 △461

 財務活動によるキャッシュ・フロー △125,964 △166,575

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,710,158 △2,336,039

現金及び現金同等物の期首残高 6,129,642 4,696,027

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  3,419,484 ※  2,359,988
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【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

給料 1,121,363千円 1,183,668千円

賞与引当金繰入額 371,354 388,969 

法定福利費 276,636 284,177 

退職給付費用 90,307 99,252 

役員退職慰労引当金繰入額 7,915 7,987 

貸倒引当金繰入額 △3,033 1,861 

運賃 472,309 498,643 

減価償却費 115,623 113,722 
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

現金及び預金勘定 1,319,484千円 1,859,988千円

短期投資の有価証券 2,100,000 500,000

現金及び現金同等物 3,419,484 2,359,988
 

　

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 125,177 14 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月26日

取締役会
普通株式 134,114 15 平成28年９月30日 平成28年12月５日 利益剰余金

 

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 134,114 15 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金

 

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年10月25日

取締役会
普通株式 134,114 15 平成29年９月30日 平成29年12月５日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２卸売業部門 小売業部門

売上高      

外部顧客への売上高 21,047,127 2,931,486 23,978,613 ― 23,978,613

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 21,047,127 2,931,486 23,978,613 ― 23,978,613

セグメント利益 799,522 159,350 958,872 △306,289 652,583
 

(注) １．セグメント利益の調整額△306,289千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る費用で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

重要性が乏しいため記載を省略しております。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２卸売業部門 小売業部門

売上高      

外部顧客への売上高 21,675,261 3,030,650 24,705,911 ― 24,705,911

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 21,675,261 3,030,650 24,705,911 ― 24,705,911

セグメント利益 791,593 166,008 957,601 △290,928 666,672
 

(注) １．セグメント利益の調整額△290,928千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る費用で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

「卸売業部門」セグメントにおいて、営業活動から生じる損益が継続してマイナスとなっている事

業用資産ついて、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上

しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては54,274千円で

あります。

 

EDINET提出書類

株式会社サトー商会(E02786)

四半期報告書

14/17



 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 55円77銭 55円10銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 498,661 492,649

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

498,661 492,649

普通株式の期中平均株式数(千株) 8,941 8,940
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

２ 【その他】

平成29年10月25日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。　

１) 中間配当による配当金の総額……………………134,114千円

２) １株当たりの金額…………………………………15円00銭

３) 支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成29年12月５日

(注) 平成29年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録されている株主に対し、支払を行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２９年１１月９日

株式会社 サトー商会

取締役会 御中

　

有限責任監査法人トーマツ
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   瀬   戸　 　   卓   印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   今   江    光  彦   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サ

トー商会の平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成２９年７

月１日から平成２９年９月３０日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成２９年４月１日から平成２９年９月３０日ま

で)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サトー商会及び連結子会社の平成２９年９月３０日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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